
北海道総務部人事局人事課
ＶＯＬ．５

【今回のテーマ】
東日本大震災 被災地支援



東日本大震災から、４年が経過しましたが、今なお多くの方が全国に

避難しており、ふるさとの復興や将来への不安、離れて暮らす家族のこ

となど、様々な思いを抱えながら、大変なご苦労をされています。

また、被災県では依然として、復興事業にあたる人材確保が難しい状

況が続いており、こうしたなか、道では毎年、被災県からの要請に基づ

き、復興事業支援のための職員派遣を行っています。

道職員活躍事例集（派遣編）２回目の今回は、この復興事業を支援す

るため、宮城県・福島県・岩手県に派遣された職員の体験や当時を振り

返った思いなどをご紹介します。

職員の皆さんには、派遣職員の現地での体験や思いなどを通じて、自

身の、さらには道職員としての防災・減災意識を高めていただくととも

に、今後の被災地支援にも、積極的な御協力をいただきたいと考えてい

ます。

平成2７年３月２０日

総務部人事局人事課
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岩手県 沿岸広域振興局宮古農林振興センター
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○職務経歴

平成 ５年 ４月 空知支庁税務部課税課
平成 ８年 ４月 総務部税務課
平成１６年 ４月 網走支庁地域政策部環境生活課
平成１８年 ４月 網走支庁北見道税事務所課税課
平成１９年 ６月 網走支庁北見道税事務所課税課不動産取得税係長
平成２２年 ４月 総務部財政局税務課主査
平成２５年 ４月 宮城県気仙沼県税事務所
平成２６年 ４月 総務部財政局税務課主査

総務部財政局税務課主査

（H５年採用・一般行政）

○現在の仕事

道税の主要な１つである個人道民税の納税推進を
担当しています。
個人道民税は、直接的には、市町村民税と併せて

市町村が賦課徴収しており、市町村が徴収した道民
税相当分を道に払い込むという流れとなっています
が、平成２５年度実績としては、個人道民税の税収
規模が道税全体の３割に当たる１，５９６億円である
ところ、収入未済額は道税全体の６割を占める１０６
億円という状況なので、収入未済額の縮減が喫緊の
課題となっています。
こうした中で、振興局の個人道民税担当職員ととも

に、市町村の徴収を支援する各種対策を企画・推進
することにより、道財政の基盤となる税収の一層の
確保を図るお仕事をしています。

二 司階 堂

Ｑ 派遣を打診された時の感想

勤務地が道外の、しかも被災地であり、更には

道庁以外の組織の中で働くことになるので、正直
なところ不安も感じましたが、東日本大震災当時

の被災地の状況は強く記憶に残っており、その
後の復旧・復興のニュースも気にしていたので、
微力ながらも、被災した県や住民の皆さんのお
役に立てることがあるなら、少しでもお手伝いしよ
うと思いました。
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Ｑ 家族の反応

派遣のことを初めて話した時の妻の受け止めは、子供がまだ３歳で、遠隔地への単身赴任ということも

あり、戸惑いもあったようですが、すぐに「家のことは何も心配いらないから、しっかりお手伝いしてきて」と
背中を押す言葉を掛けてくれました。
また、私の不在中、親族も大変よく協力してくれましたので、お陰で、現地での勤務に集中して取り組む

ことができました。

Ｑ 派遣当時の被災地の状況

私が派遣されたのは宮城県で、気仙沼市駐在
を拝命しました。
所管区域となった気仙沼市と南三陸町は、海

岸沿いの地区は震災の爪痕が色濃く残り、震災
から２年が経過していましたが、区画整理などの
再開発計画との関連から復旧・復興が遅々として
進まず、見渡す限りが更地のままであったり、骨
組みだけの廃屋が数多く残っていました。

一方、内陸の地区は、学校のグラウンドや大き
な公園はもとより、町なかの小さな児童公園にも
仮設住宅が建てられていることを除けば、一見す
ると被災していないかのような町並みでしたが、
注意してみると、住宅の壁の浸水痕や不自然な
空き地があり、やはり被災地であることを見て取
れる状況でした。

Ｑ 派遣先での仕事の内容

私が担当したのは、不動産取得税という県税の課税
事務です。この税は、土地を買ったり、家屋を建てる
などしたときに納めていただくもので、このうちの家
屋を取得した場合の税額の算定基礎となる評価額
を算出する業務をお手伝いしました。

この評価額は、市町村税の固定資産税額の算定
基礎でもあることから、県と市町村が分担して算出し
ており、県は主に木造以外の家屋を担当しています。

具体的には、建築主から図面や資材の種類・施工
量が分かる資料を提供してもらい、現地調査の上、
国が定める基準により積算します。

南気仙沼駅周辺（Ｈ２５．４）
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Ｑ 休日の過ごし方

職場や店舗が住まい（仮設職員寮）から近いこと
もあり、敢えて車も自転車も持たない徒歩生活だっ
たので、町の地理を知ったり、様子を肌で感じるた
めに、週ごとにコースを決め、半日ほどかけて、たく
さん脇見をしながら、ゆっくりと散歩をしていました。

Ｑ 派遣期間を終えての感想

年度末には、特段の事情のあるものを除き、２年
分の未処理案件をほぼ０件にできたので、「やり
きった感」がありましたが、これも、チームの仲間を
始め、県税事務所の上司・同僚、県庁税務課の皆
さんのフォローがあればこそできたものと思います
し、家族の後方支援にも感謝しています。

気仙沼から仙台空港へ移動する時に感じたのは、
１年前に車窓から見た様子と比べて、復興が進ん
だ部分は勿論あるが、殆ど進展していない部分も
あるということで、今後も形は違っても何かしらの
支援をしていきたいと思いました。

Ｑ 今後派遣される職員へのアドバイスなど

被災地への派遣だからといってマイナスだけのイメージを抱く必要はないと思います。恐らく担当するこ
ととなる業務には困難も予想されますが、１人で悩んだりせず、人情に厚い現地の皆さんと一緒に取り組
めば良いのだと思います。

何より被災地での勤務経験は、自身にとっての宝になるだろうと信じていますので、もし、機会があり、
事情が許すのであれば、希望されてみてはいかがでしょうか。

Ｑ 支援に携わって…

苦労したのは、そもそも宮城県が全国に支援を求めた理由そのものなのですが、とにかく処理すべき件
数が多かったです。

震災前は気仙沼地方で県が家屋評価を担当するのは年に３０棟余りで、１人の担当職員が対応してい
たのですが、震災で多くの家屋が流失・倒壊した結果、短期間に集中して家屋が建築され、県担当は年
に３００棟以上の規模になりました。

これを受けて、派遣職員４名を含む６名の専担チームが組織され、前年度からの未処理繰越分と合わ
せて５００棟を評価しました。

殆どの場合、震災被災者への軽減などで税収にはつながりませんでしたが、滞っていた事務が日々進
捗していくのを見ると、少しはお手伝いできているのかなと思いました。

業務中の様子

他県等からの派遣職員と
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○職務経歴

平成 ７年 ７月 網走土木現業所北見出張所
平成１２年 ４月 小樽土木現業所黒松内事業所
平成１７年 ４月 室蘭土木現業書静内総合治水事務所
平成２３年 ４月 オホーツク総合振興局網走建設管理部北見出張所
平成２４年 ４月 宮城県気仙沼土木事務所
平成２６年 ４月 釧路総合振興局釧路建設管理部根室出張所主査

釧路総合振興局釧路建設管理部
根室出張所主査

（H７年採用・土木）

○現在の仕事

平成２６年４月より、釧路総合振興局釧路建設管理部
で主に根室市内の海岸維持管理業務を担当しています。
根室市沿岸は特に冬期間、海が荒れることが多く、海

岸堤防に被害がないよう、管理業務を入念に行っていま
す。
根室市は漁業の街であるため、漁業関係者からの問い

合わせも多く、他官庁との調整を図り対応しています。

Ｑ 派遣を打診されたときの感想

打診されたと言うより、むしろ自分から積
極的に志願しました。理由は２つあります。
１つ目は、小樽土木現業所勤務時代、北

海道南西沖地震の津波対策事業に従事し
た経験があり、その経験で何かしらお手伝
い出来ないかと。
２つ目は、私の母方の一族が宮城県亘理

町の出身なのですが、今回、亘理町沿岸が
津波により甚大な被害を受けました。

「本家の一大事」的な思いで派遣を希望し
ました。

工 徳藤

館浜地区海岸
防潮堤工事現場



7

Ｑ 派遣当時の被災地の状況

震災から１年後に宮城県に派遣となり、着任後すぐに、

岩手県から宮城県の沿岸を調査しましたが、信じられない
光景は今でも忘れられません。
街中がガレキの山で覆われ、人が全く住んでいなく、異

臭が漂い、まるで外国での戦争のニュース映像と思える
光景でした。
街路灯が全くないため、夜は真っ暗な中、月明かりで街

が照らされ、すごく恐怖を感じました。ここは本当に日本な
のかと・・・。
毎日のように携帯電話の緊急地震速報が鳴り、余震が

頻発していました。

Ｑ 派遣先での仕事内容

主に津波により破壊された海岸堤防施設の復旧方針を

策定し、国土交通省や地元自治体との協議、関係する団
体や住民への事業説明を行っていました。
巨額な復興予算を動かすので、自分の判断を見誤れば、

他の機関へ多大な影響を与えてしまい、予期せぬ事態と
なってしまいます。常に緊張感を伴い、チームワークが重
要な仕事です。事業に必要な土地所得のため地権者調査
を行うのですが、震災により亡くなっている方や、いまだに
行方不明の方も多く、震災被害の甚大さを改めて痛感し
ました。

震災後１１日目の南三陸町

震災から１年後の南三陸町

宮城県 村井知事と

Ｑ 支援に携わって…

私が宮城県に着任して間もない頃、復興

事業説明のため、被災者が住む仮設住宅
へ伺ったことがあるのですが、その光景に
は驚きました。
１ＤＫ仮設住宅に一家６人、寝るスペース

もない状態で居住しており、足の踏み場もな
いという状況です。

その方はしきりに住居の改善を懇願する
のですが、今すぐ対応出来る状況ではなく、
しばらくの間耐えてくださいとお願いするの
が精一杯で、自分の無力さを感じました。

私が北海道から派遣されていることを伝え
ると、「遠いところ、ありがとう」と帰り際、缶
コーヒーを１本頂きました。おそらく被災者に
とっては生活が大変な中、貴重な缶コー
ヒーだったに違いありません。

今まで自分が生きてきた中で、一番ありが
たく思って飲んだ缶コーヒーでした。

そして、自分が誰よりも汗を流さなければ
と思った瞬間でした。

あの方は今、どうしているのか、いつも気
にしています。

宮城県庁にて復旧方針会議 海岸事業住民説明会

戸倉地区海岸復旧工事着工式
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Ｑ 派遣期間を終えたときの感想

派遣期間が終わり北海道へ帰還しましたが、仕事の達成感は全くありません。

むしろ、復興事業の真っ最中という中で、やり残していることばかりで、被災者のこと、今なお被災地で
頑張っている職場の仲間達の事が気になります。

現在も、約２～３ヶ月ごとに宮城県被災地へ個人的に赴き、ボランティア活動に参加させてもらっていま
す。

震災後、「絆」という言葉がよく使われましたが、人のありがたさ、人を想うことの大切さを、東北の方々
から教えていただいたと本当に思います。

Ｑ 今後派遣される職員に向けた
アドバイスなど

特に若い職員の方々へ伝えたいのですが、

ちょっと勇気を持って、積極的にチャレンジしてはど
うでしょうか。今までになく視野が広がり、北海道へ
帰還した際は大きな自信となります。
自分も再度の被災地派遣を直談判して、宮城県

で頑張りたいと考えています。
今度は宮城県が完全復興宣言を出すまで、北海
道へは戻らない覚悟です。
私と一緒に、復興のため汗を流しませんか。

他県からの派遣者と

Ｑ 派遣先での休日の過ごし方

忙しい中でしたが、毎週金曜日は残業をしないで、「定例会」と称して全国各地から派遣された仲間達と
飲み会をしていましたが、飲む量が多くて・・・。
次の日は部屋で苦しんでました。
それから、東北各地のスキー場や温泉へもよく行きました。
職場に石川県から派遣された方がいたのですが、その方の故郷を訪ねるため、宮城県から石川県輪島

市まで往復１，８００ｋｍを自家用車で走ったのは疲れました。

岩手県 夏油スキー場

小泉 復興大臣政務官が視察
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○職務経歴

平成 ３年 ７月 名寄林務署事業課
平成 ６年 ４月 美深道有林管理センター森林保全課
平成 ８年 ４月 岩見沢道有林管理センター森林保全課
平成１３年 ４月 松前道有林管理センター経営課
平成１７年 ４月 渡島支庁経済部林務課
平成２２年 ４月 胆振総合振興局産業振興部林務課
平成２５年 ４月 胆振総合振興局産業振興部林務課主査
平成２５年 ４月 福島県相双農林事務所
平成２６年 ４月 留萌振興局産業振興部林務課治山係長

山 﨑

留萌振興局産業振興部
林務課治山係長

（Ｈ３年採用・林業）

○現在の仕事

水を育んだり、土砂崩れの災害を防止する

など様々な機能を持たせた重要な森林を保安
林といいますが、その保安林を維持造成する
ために植栽や間伐をはじめ、荒廃した山の斜
面を森林に復旧する治山事業について担当し
ています。

Ｑ 派遣を打診されたときの感想

震災当時より被災地のために何か出来ることは無い

かと思っており、今回の被災地派遣の打診があった時
は真っ先に「行きたい」と思いましたが、自分が復興業
務で役に立てるのかという不安や、職場や家族に相当
の負担をかけてしまう事に悩みました。
しかし、当時の上司から「被災地派遣はなかなか経

験出来ることではないし、仕事に限らず得るものは多い。
今の職場については何も考えなくていいから自分の判
断で返事をくれ。」と言われ、不安がかなり減りました。
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Ｑ 派遣当時の被災地の状況

震災から２年が経ち、少しずつですがインフラ整備も進んでおり、南相馬市や相馬市等の市街地につい

ては、震災の影響は少ないように思えましたが、海岸部の集落では津波により住宅等が壊滅しており、道
路と、住宅の基礎コンクリートしかない更地でした。
また、福島第1原子力発電所がある大熊町をはじめ、放射能汚染によって帰宅困難区域や居住制限区

域に指定されている近隣の市町村については、人や車とすれ違うことが無く、無音で時間が止まっている
ような感覚を体験しました。

Ｑ 派遣先での仕事内容

津波によって被災した森林や護岸工などの治山施設を復旧する工事の設計書を作成したり工事現場

の監督を行いました。具体的には、海岸のマツ林が１本も残らない状態で被災しましたので、また来るか
もしれない津波に対抗できるように樹木が深く根を張れる土台を作り、かつ、津波のエネルギーを減らす
ように、海岸に沿って幅の広いマツ林を造成する工事です。
護岸工の災害復旧工事では、工事現場に希少植物の生息が確認されたので、その植物を保護しなが

ら工事を行うこともありました。
また、工事を発注するにあたり、土地所有者に復旧工事の説明をするのですが、放射線量に変化があ

るか確認して欲しいと頼まれる事もあり、放射線量測定器で自ら計測したことが印象深く残っています。

Ｑ 支援に携わって…

工事を実施する上で、現場に隣接している他事業と調整しながら進めていくのですが、同じ県の中でも

土木部では河川、建設海岸、道路とあり、農林水産部内でも農業の排水機場や土地改良等と調整しなく
てはいけません。
また、市町村や国も同様の部署があり、それぞれの担当者と工事の順序や、事業間での資材流用の可

否、現場乗り込みの経路確認等について調整していかなくてはならないので、調整結果について間違い
の無いよう工事を進める事に注意を払っていました。
仕事やプライベートでは多くの地元の方から気さくに声を掛けて頂く機会があり、北海道から派遣で来

たと分かると大半の方から「遠くから福島に来てくれてありがとうございます」と言われたことが素直に嬉し
かったです。
また、一年間という短い派遣生活で、微力ではありましたが、福島県の復旧復興に携わることが出来た

ことが一番のやりがいであったと思います。

担当した施設災害復旧工事（護岸工） 派遣職員による復興祈念植樹
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Ｑ 派遣期間を終えての感想

先の見えない復旧復興で、これからもご苦労さ

れる福島県職員の方達や、施工中の工事監督を
残し、途中で北海道に戻るのが非常に心苦しく思
いました。

しかし、公私共にお世話になった福島県職員を
始め、他の都府県の派遣者とも、今回一緒の事
務所で勤務したのは何かの縁ですから、今後も交
流を続けていきましょうという話もあり、一言では
言い表すことが出来ない本当に良い経験をさせて
もらったと思います。

Ｑ 今後派遣される職員に向けたアドバイス
など

被災地派遣だからといって、気負うことはありませ
ん。
自身の健康を保ちながら自分の出来る範囲で派

遣業務を遂行してください。
また、全国からの派遣者と交流でき、各都府県の

話も聞けるなど、自分のスキルアップにも繋がると
思いますので、もし派遣の伺いがありましたら積極
的に手を挙げることをお勧めします。

Ｑ 休日の過ごし方

他の都府県の派遣者と、喜多方ラーメンや浪江焼きそば、円盤餃子など福島グルメを堪能したり、県内
外の観光地巡りをしました。

冬にはプロパー職員が、本庁を含む福島県職員と派遣者との親睦を深めるためにと、一泊二日のワカ
サギ釣りを企画していただいた事もあり、みんなで夜遅くまで語り合ったのも良い思い出です。

また、岩手県の陸前高田市や宮城県の石巻市、女川町といった近隣県の被災地に足を運ぶこともあり
ましたが、今回の震災が如何に甚大であったかを改めて実感することもありました。

福島満喫ツアー（鶴ヶ城） 蔵王スキー場

希少植物の移植作業 防災集団移転地を海岸防災林に
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○職務経歴

平成 ３年 ７月 後志支庁地方部会計課
平成１１年 ６月 出納局総務課
平成１５年 ７月 出納局経理課
平成１６年 ４月 厚沢部町派遣
平成１８年 ４月 網走支庁地域振興部総務課
平成１８年 ８月 網走支庁地域振興部総務課主査
平成２１年 ４月 東京事務所行政課主査
平成２３年 ６月 出納局総務課主査
平成２５年 ４月 福島県保健福祉部食品生活衛生課
平成２６年 ４月 出納局集中業務室審査第二課主査

出納局集中業務室
審査第二課主査

（H３年採用・一般行政）

○現在の仕事

道費の支出命令の審査、支出負担行為の
確認等に関すること。
会計事務に係る集中処理に関すること等。

Ｑ 派遣を打診されたときの感想

今回の派遣は自分から志願していたのですが、打診さ
れた時期が比較的遅かったため、すっかり諦めており、
忘れた状態に等しかったので、ややびっくりしたというの
が正直な感想です。

その後は、貢献したい気持ちと不安な気持ち（業務の
中身に対してや生活環境等の両方）がありました。

工 広藤

Ｑ 家族の反応

派遣希望を出す段階で家族の賛同は得て

いましたが、決定が割と遅めだったため、少
し驚きはあったものの、出来る事を気負わず
しっかりやってきたら良いと普通に背中を押し
てくれました。

福島県のゆるキャラ
「きびたん」

身長制限があり、自分
は入れませんでした。
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Ｑ 派遣当時の被災地の状況

福島県は他県と同様の揺れや津波による物理破壊のみならず、原子力災害もあった事から、こと原発
に近いエリアの物理的な復旧はほぼ進んでいない状況でした。

また、勤務庁たる県庁所在地の福島市内や庁舎等の見た目については、明確に地震の被害と解る部
分は少なかったですが、福島市内の放射線量は想像以上に高い現実に驚かされました。

更に、県内では原子力災害の影響から、避難生活の長期化を余儀なくされている方が多く、県内の住民
同士にも意識の軋轢や差のようなものがあり、それが復興そのものの遅れであったり、復興に向けて汗を
流している県職員の疲弊を招いているというような状況を生み出し、復興活動全体に微妙な影を落として
いるように思えました。

Ｑ 支援に携わって…

福島の災害は世界にも類を見ない原子力災害であることから、世界から注目の的となっており、その
中でも動物愛護の考え方に対しては様々な価値観があることから、一部の愛護家から県の動物行政への
バッシングがあった事。また、復興活動の一環として施設の復旧事業に携わりましたが、建設に対しては
住民の反対運動が起こってしまい、その対応には苦労しました。

一方、被災ペットを新しい飼い主様に家族として受け入れて貰えた時や、県の職員は長期かつ中々先
の見えない中で災害対応や通常業務に邁進されているので、彼らの業務をほんの少しでも私たちのよう
な応援職員が業務を行うことで、負担の軽減になっていることにやりがいを非常に大きく感じました。

Ｑ 派遣先での仕事内容

派遣要請時の業務内容は「警戒区域内ペット保

護に関する業務～警戒区域内の犬、猫の保護に
関する管理調整業務」となっていたので漠然とイ
メージは持って臨んだのですが、実際に派遣され
た後は、上記に係る委託契約事務、またそれに係
る調整（被災ペットの譲渡マッチング）などのほか、
浜通り地区にあり、津波により全壊してしまった、
犬猫抑留場の復旧事業や、動物愛護法改正に係
る県条例の改正、動物愛護に係る業務、委託契
約・監査対応・予算要求・動物愛護家の対応・イベ
ントの運営等々多岐に渡る業務を行ってきました。

動物愛護イベントの様子

放浪犬（震災間もない頃）

動物保護のシェルター
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Ｑ 派遣期間を終えての感想

結果として、犬猫抑留場の復旧事業はやり切ることが出来なかったので、この点については後悔の念
が強かったです。

それ以外の事務、こと被災ペットの譲渡事務についてはある一定程度行うことは出来たと思うので、そ
れなりに満足感はありました。

ただ、福島県に関しては復興が長期化することは必至の状況なので、これからも北海道からは是非支
援を続けて欲しいことと、今もなお福島では日々原子力災害からの復興は続いており、こと北海道に住ん
でいるとそのことを忘れがちになるので、彼の地に目を向け続けること、そして、こちらに居ても出来る支
援は続けていきたいと思いました。

Ｑ 今後派遣される職員に向けたアドバイス

あまり気負わないで行くことをお勧めします。あくまでもお手伝いに行くという感覚で良いと思います。怖
いのは気負いすぎての空回りだったり、お手伝いの押しつけになってしまうことです。
与えられた仕事は粛々と行い、何よりも、被災地の現状を知り、生活し、現地の方とコミュニケーションを

取ることが大事です。
震災からまる４年が過ぎています。
こと原発関係に限って言えば、私の行っていた1年間の間でも、まだまだ復興復旧の作業進捗云々とい

う以前に、私の印象として、まずは原発停止に向けての作業が一進一退で自転車操業的な雰囲気を脱却
出来ていないと感じました。
そういう意味では、まだまだ現地では復興の手助けを必要としている状況だと思います。

そして、その復興のための手助けは、彼の地の為になり、その経験は何事にも代え難い経験として自分
のためにもなり、また、その経験は北海道のためにもなるものなのです。
志ある方には、経験者等からどんどん情報を貰って不安感を払拭した上で支援にどんどん向かって

行ってほしいと思います。復興支援に貢献したい気持ちがあり、個々の事情が許すのであれば、ハードル
は決して高くありません。経験者として「案ずるよりも産むが易し」だとお伝えしておきますので、是非、希
望を具現化させてください。

Ｑ 休日の過ごし方

東北は北海道とお隣の地域であるとは言え、異なる文化も多く、また景勝地も多かったので、観光や地
産地消に努めてきました。

県内で言えば、当時は大河ドラマ「八重の桜」が放送されており、会津・喜多方観光を全面に打ち出して
いた時期でもあったことから、そちらへしばしば足を伸ばしました。
また、居住地の側には山城の跡地があったので、散歩がてら散策したり、北海道とは趣の異なる城下

町の名残あるお堀や蔵といった、文化の違いを楽しむ散歩をしていました。

会津若松の郷土料理 わっぱ飯鶴ヶ城
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○主な経歴

平成 １年 ４月 函館高等技術専門学院
平成 ４年 ５月 渡島支庁経済部商工労働課
平成 ７年 ４月 渡島支庁地方部総務課
平成 ９年 ４月 渡島教育局企画管理課
平成１１年 ４月 渡島支庁税務部課税課
平成１４年 ４月 渡島支庁税務部納税課
平成１５年 ４月 胆振支庁総務部社会福祉課
平成２２年 ４月 渡島総合振興局保健環境部保健福祉室子ども・保健推進課
平成２４年 ８月 岩手県保健福祉部障がい保健福祉課
平成２５年 ４月 十勝総合振興局保健環境部児童相談室指導援助課児童福祉司

十勝総合振興局
保健環境部児童相談室
子ども支援課児童福祉司

（Ｈ１年採用・一般事務）

○現在の仕事

帯広児童相談所で、主に児童虐待の対応をしています。
十勝管内に住む１８歳までの子供達が、安全で安心した生活が送れるよう、心配な情報

があれば、その子供達の生活状況等を確認して、必要に応じて、保護者にアドバイスしたり、
場合によっては、子供達に新しい生活の場を提供しています。
各事案の内容や家庭事情等は様々で、判断が難しいケースも多々ありますが、相談所

全体で方針を立て、日々の対応にあたっています。
子供達に寄り添った直接支援が多く、子供達の変化も目の当たりにする、やりがいのあ

る仕事です。

阿 也部
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Ｑ 家族の反応

家族は妻と幼稚園に通う４歳の息子です。家族が離れて暮らすという考えはもともと無かったので、最初
にそのことを職場に説明し、事前に家族で話し合いを行いました。

妻は北海道以外の居住経験が無く、良い機会と考えたようです。また、被災者への支援という仕事につ
いて、理解し、とても賛成してくれました。
息子は、新幹線に乗りたいとの理由から賛成してくれました。

Ｑ 派遣当時の被災地の状況

震災から１年６ヶ月程経過していましたが、

「町自体が丸ごと消えてしまい、復興が進まず、
残されている家の土台と瓦礫の山」「避難先に指
定されていた消防署が骨組みだけになっている
姿」等、至る所に津波の驚異を物語る爪痕が残っ
たままでした。

また、沿岸部で家を失った方々は、仮設住宅に
住み、家を建てる場所も無い状態が続いていまし
た。

Ｑ 派遣先での仕事の内容

勤務地は盛岡市内にある岩手県庁でした。その隣

にある岩手医科大学内に、岩手県こころケアセン
ターという、医師や福祉の資格を持つチームがあり、
そこでは、被災者支援として定期的に「こころの相談
室」を開設し、身近な人を亡くした方等に対する心の
ケアをしたり、支援者や地域への支援、人材育成等、
様々な形で被災地支援を行っていました。私の仕事
は、こころのケアセンターが行った活動内容を取りま
とめて国に報告したり、その活動を手伝うことが主な
内容で、県庁と医大を毎日行き来していました。
また、岩手医科大学との委託契約事務や新しい災

害対策マニュアル作り、障がい保健福祉課が行う各
種事業の手伝い等をしていました。

Ｑ 派遣を打診されたときの感想

打診前は、北海道が被災地支援をしていたことも知らず、話のあった時には、何をするか、行き先なども
不明のままでしたが、自身で被災地のことを調べると、「住むところがない」「放射能汚染の心配」「身近な
人を亡くして心に深い傷を負っている人達がいる」等、震災から１年以上経過した後も多くの問題を抱えて
いることがわかりました。

道職員として、その問題を少しでも解決する手助けが出来るのであれば、それ以上の仕事は無いと感じ
ました。

岩手県で七五三を迎えました 住宅の近くの山林を散歩
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Ｑ 今後派遣される職員に向けたアドバイス

当初、被災地に行くとのことで、気を使う場面は多々あると想像していましたが、実際の被災者及び支

援をしている方々は、これからのことを前向きに考えている方が多く、こちら側が気を使う場面はあまりあ
りませんでした。

逆に、わざわざ来てもらってと気を使われることが多くある程で、被災者、支援者の方々が、気を使う必
要がないくらい、積極的に自身の役割に応じた仕事をすることで、早く打ち解けることが出来ると思います。

Ｑ 派遣期間を終えての感想

派遣期間を終えた時には、とても８ヶ月間とは思えない程、長い時間を岩手県で過ごしたと感じました。
直接誰かを助けた等の実感は無く、本当の意味で応援になったのか自信は持てませんでしたが、その
時には、既に北海道で新しい新任地と仕事が決まり、また、新しい気持ちになっていたことを覚えています。
今では、貴重な経験をしたと感じ、派遣に行って良かったと思っています。
また、派遣に行くことを応援してくれた方々に感謝しています。

Ｑ 休日の過ごし方

家族と一緒だったので、観光地・イベント等を巡り、遠出もして、息子の念願でもあった新幹線に乗って、
ディズニーランドにも行きました。
また、それ以外の日も、北海道での生活と変わらず、家族と一緒に過ごすことが出来ました。

小岩井農場 いわて雪祭り

Ｑ 支援に携わって…

岩手県には、全国、様々な県から応援が来ていて、岩手県としても派遣職員に無理はさせられないと遠

慮しているところがありました。期間も短く、効果的な仕事を成し遂げることができなかったのではと心残り
です。

被災者の中に、心のケアを必要とする方がたくさんいて、支援の方法も多岐に渡ることから、直接支援
をしているセンター職員は、大変忙しい毎日を送っていました。裏方としてでしたが、その活動の手伝いは
やりがいを感じました。

岩手県 高松ノ池
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○主な経歴

平成１４年 ４月 宗谷支庁農業振興部整備課
平成１９年 ７月 上川支庁北部耕地出張所
平成２４年 ４月 岩手県沿岸広域振興局宮古農林振興センター
平成２５年 ４月 農政部農村振興局農村計画課

平 沢

農政部農村振興局
農村計画課 主任

（Ｈ１４年採用・農業土木）

○現在の仕事

各振興局の農地整備事業計画担当が地元の農

家の方々と話し合い、取りまとめた水田整備事業
計画について、整備内容の確認や提案を行ってい
ます。
その後、農林水産省に整備の目的や内容の説

明を行い、指導を受けた事項を修正して、国に事
業申請を行う業務を担当しています。
また、農政部内の各種ワーキンググループで、

農業の省力化を視野に農業機械の大型化やロ
ボット技術の導入に対応するための農地基盤の整
備のあり方や、農村地域の人口減少問題への対
応等、北海道農業の将来を取り巻く様々な課題へ
の対策の検討に参加しています。

Ｑ 派遣を打診されたときの感想

テレビ等で悲惨な被災地の状況が頻繁に報道さ

れていた時期で、自分も何かお手伝いしたいと言う
想いがありました。

被災地派遣の打診には「ついに来たか！」という
感じでしたが、派遣先等徐々に具体的な話が決ま
り、出発の日が近づくにつれて、「被災地で自分に
何が出来るのか」と言う不安が大きくなりました。

しかし、所長を始め職場の仲間の激励や支えもあ
り不安は無くなり、「何も結果は出なくてもやれるこ
とをやろう」と前向きな思いで派遣先に出発できまし
た。
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Ｑ 派遣当時の被災地の状況

私が岩手県に派遣されたのはＨ２４年春で震災からちょうど１年が経過した頃でした。

当時の被災地の状況は、大きな瓦礫は撤去されており遠めには何も無い原野のようでした。しかし、近
づくと建物の基礎が無数に残されていて、被災前は住宅地や町の中心部だったことを知り驚きました。

私が農地復旧を担当することになる２０ｈａの農地も地盤沈下により、４分の１程が海の中に沈んでいま
した。

Ｑ 支援に携わって…

一番苦労したことは沿岸地域独特の方言です。地元説明会や仮設住宅で打合せを行う際に、住民の
方が何を言っているのかが分かりませんでした。私の話す言葉は、皆さん分かって頂けるのが救いでした
が、県職員の方や役場の方に通訳をして貰いながら打合せを行っていました。

やりがいを感じたことは、区画の大きさや道路や水路の配置や形式等、この地域の農地を将来に向け
てどうして行くかということを県職員や役場の方と相談し、住民の方の意見を取り入れながら、様々な議論
を行いました。

ゼロからグラウンドデザインを作り、最後には、住民の方の合意が得られた経験は貴重なものとなって
います。

Ｑ 派遣先での仕事の内容

私は、２０ｈａ程度の水田復旧を行う事業の計画策定を２地区担当しました。国からの復興交付金を活
用して、農地の原形復旧だけではなく、区画整理を行い近代的な水田に作り変える計画です。
私が赴任した当時は、事業計画が固まっておらず、地元の合意形成も進んでいない状況であったため、

県職員の方や役場の方と一緒に、地元説明会で水田の区画の大きさや道路や水路の配置について説明
や提案を行ったり、水田の所有者が居住する仮設住宅を訪問して、事業への同意をお願いしたりしながら、
地元の合意形成を図り事業計画の策定を進めました。

山田町折笠 被災水田 復旧工事の状況
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Ｑ 派遣期間を終えての感想

派遣先の宮古農林振興センターには、

県職員の他、北海道から３名、長崎県
から３名、三重県から１名の派遣職員
が在籍しており、農地や海岸堤防の復
旧にあたっていました。１年間苦労を共
にした皆さんと別れるのは、非常に寂し
く信じられないような感覚がありました。

また、職務の面でも担当地区の内、１
地区は住民の方の合意形成を進める
途中で、合意を得られた地区も提案し
たとおり本当に実現できるのか分から
ず、中途半端な状況で北海道に戻るこ
ととなり、後任の方に申し訳ない想いと
共に、最後まで見届けられないことが
残念でした。

Ｑ 今後派遣される職員に向けたアドバイス

未曾有の災害からの復興業務に携わる重圧の他、仕事の進め方や言葉の違いなど戸惑うことも多い
ですが、あまり気負わずに県職員や他県からの派遣の皆さんに相談すると良いと思います。

震災から４年が経ち、私とは違う苦労もあると思いますが、新しい出会いや楽しいことも沢山あります。
体や心のケアに気をつけて、精一杯頑張ってください。きっと貴重な経験になります。

Ｑ 休日の過ごし方

週末には各県の派遣職員や県職員の方と共に、バーベキューをしたり、世界遺産の中尊寺金色堂や猊
鼻渓等、岩手県の各観光地を回ったり、皆で温泉旅行に行ったり、連休には新潟県まで足を伸ばして見
たりと災害派遣のイメージとはちょっと違う楽しい休日が過ごせてました。

また、３ヶ月に１度、北海道から東北３県に派遣されている職員の懇親会を開き、他県の状況やいろいろ
な情報交換を行っていました。

三重県、長崎県からの派遣職員と

岩手県職員の皆さんと
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